




はじめに

　本書は、選挙に関わる方々が、より正確に、より実践的に選挙実務に携
わることができるようになってほしいとの想いを抱く、選挙制度や実務に
精通した有志により編集されたものです。選挙に関連する事柄は多岐にわ
たりますが、『知っておくべき基本的な知識』、及び『選挙実務の実践に則
した内容』を中心に取り上げています。

　本書に挙げた内容をしっかり把握することで、選挙実務を遂行するにあ
たり、様々なシーンでより正確に、より実践的に対応することができるも
のと思います。また、新しく選挙実務に携わることになった人にとっても
有効な一冊であり、『Q&A形式』という取り組みやすい形で学ぶことによ
り、即戦力として活躍されることが期待されます。
　
　選挙実務に関わる事柄は幅広く、本書に掲載したもの以外にも取り上げ
るべき内容があろうかと思います。今後、多くの方々にご意見をいただい
たうえで改訂を進め、さらに実践的な選挙実務の遂行に役立つものに育て
たいと考えております。
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本書の特長
●　�「選挙の歴史」、「選挙のしくみ」、「選挙制度」、「選挙人名簿」、「立候補」、
「投票」、「開票」、「当選人」、「選挙争訟」、「選挙運動」、「海外の選挙制度」
と全 11 章に分け、Q＆A方式により編集。

●　�解答を間違えた際に、問題文右上の『チェックボックスにチェックを
付ける』ことで不得意分野がわかり、重点的に勉強ができる。

●　�｢選管事務の教科書｣（国政情報センター発行）と併用することで、さ
らに理解が深まる。（対応頁を解説の右下に掲載。）

●　�公職選挙法、公職選挙法施行令などの関連条文を掲示しているので、
解答の根拠からしっかりと理解ができる。
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選挙の歴史 ① � □□□
レベル ★★☆

Q1
日本では明治22（1889）年に大日本帝国憲法および
衆議院議員選挙法が公布され選挙権が確立された。当
時の選挙権を有する要件として正しいものを１つ選べ。

①  直接国税 10 円以上を納める、25 歳以上の男子。

②  直接国税 15 円以上を納める、25 歳以上の男子。

③  直接国税 10 円以上を納める、30 歳以上の男子。

④  直接国税 15 円以上を納める、30 歳以上の男子。

答え ⇨� ②

解 説  明治22（1889）年当時は、選挙権・被選挙権を有するの
は25歳以上の男子限定で直接国税が15円以上（現在の60万～70
万円といわれてます）を要する制限選挙で、全人口の１％程度
しか有権者がいませんでした。
　明治33（1900）年には直接国税10円以上、大正８（1919）年に
は直接国税３円以上と納税条件が緩和され、ついに大正14（1925）
年、納税額の要件が撤廃されて25歳以上の男子に選挙権が与え
られる普通選挙が実現しました。

　当時の直接国税とは、地租と所得税です。地租は明治 6（1873）年に制
定された土地を対象に賦課された税金です。所得税が導入されたのは明治
20（1887）年ですが、このときの所得税はまだ補助的な税と位置付けられ
ていました。明治 23（1890）年ごろの国税収入に占める地租の割合は約
60％、所得税は 1.7％程度でした。

Column　直接国税
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選挙の歴史 ② � □□□
レベル ★★☆

Q2
参議院議員選挙が初めて行われたのはいつか。次の中
から正しいものを１つ選べ。

①  明治 23（1890）年

②  大正 8 （1919）年

③  昭和 20（1945）年

④  昭和 22（1947）年

答え ⇨� ④

解 説  参議院は、現行憲法の制定に伴い、貴族院に代わって設
けられました。参議院議員選挙法が昭和22（1947）年に制定さ
れ、同年４月に新憲法の施行に先立って、最初の参議院議員選
挙が行われています。その参議院議員選挙法は衆議院議員選挙
法などとともに昭和25（1950）年に現行の公職選挙法に統合され
ました。

選挙の歴史 ③ � □□□
レベル ★★★

Q3
明治23（1890）年に行われた第1回衆議院議員選挙
において、今では当たり前となっている投票方式が採
用されていなかった。それは何か述べよ。

答え ⇨� 無記名による秘密投票

解 説  このときの投票は、投票用紙に選挙人の住所氏名を書き
込んで印鑑を押す記名式投票で行われました。この後、明治33

（1900）年の法律の改正により選挙人の名前などを書き込まない
無記名による秘密投票となり、現在に至っています。


